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燃料マップ編集ソフト 『ＥＮＤＵＲＡＮＣＥ　Ｆ . Ｉ . Ｂ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲ』　について

１． ＥＮＤＵＲＡＮＣＥ　Ｆ . Ｉ . Ｂ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲについて

●ソフトの内容について
　　本ソフトでは、 Ｆ . Ｉ . Ｂ　ＰＲＯが制御に用いる燃料噴射量補正値をエンジン回転数 ・ スロットル開度に対して
　　ユーザー自身が編集してオリジナルの３次元マップを作成することが出来ます。  また、 レブリミッター回転数の
　　設定も行うことが出来ます。  

　　補正値マップは、 設定したレブリミッター回転数まで５００ｒｐｍ毎に、 スロットル開度０～１００％を５％毎に
　　区切り２１個のデータを設定可能であり、 １つのマップに対するデータ数は

　　燃料補正値データ数＝ （設定したレブリミッター回転数／５００） ×２１個　となります。
　
　　作成したマップを、 Ｆ . Ｉ . Ｂ　ＰＲＯ本体に反映させるにはＰＣ接続ケーブルが別途で必要になります。

●ソフトの起動について
　　ファイル名 『ＥＮＤＵＲＡＮＣＥ  Ｆ . Ｉ . Ｂ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲ』 をダブルクリックします。
　　ソフトのインストール方法については、 別紙 『インストール方法について』 をご参照下さい。

ファイルをダブルクリックする。

　　別ウインドウでマップ変更画面が表示されたら、 ソフトの起動完了です。
　　



２． 各部名称及び機能ついて

①

② ③

④ ⑤

⑥

①ファイル制御タブ　　　　　    ・ ・ ・ 　パソコンとのデータファイル読み出し及び書き込みを行います。
②通信ポート設定タブ　　　　　 ・ ・ ・ 　通信ポート設定を手動で行います。
③編集モード切替スイッチ     ・ ・ ・ 　データ編集時のモードを切り替えます。
④マップデータ読み出しスイッチ ・ ・ 　本体に設定されているマップデータを読み出します。
⑤マップデータ書き込みスイッチ ・ ・ 　作成したマップデータを本体に書き込みます。
⑥グラフ表示切替スイッチ     ・ ・ ・ 　グラフの表示方法を切り替えます。

レブリミッター回転数

燃料マップグラフ

マップデータ編集エリア



３． 操作方法について

●マップデータの読み書きについて （別売りのＰＣ接続ケーブルが必要になります。）
　　①本体内蔵データの読み出し  
　　Ｆ . Ｉ . Ｂ　ＰＲＯ本体 （以下、 “本体” と表記します） に内蔵されているデータの読み出し方について説明します。
　　
　　　 ・ 本体をＰＣ接続ケーブルを用いてパソコンと接続します。 　　　　
　　　　　　→接続方法については別紙 『ＰＣ接続ケーブルの使い方について』 をご参照下さい。
　　　 ・ 本体のＤＩＰスイッチを操作して、 読み出したいマップデータを選択します。
　　　 ・ 本体の電源をＯＮにして （車両のキーをＯＮ）、 マップデータ読み出しスイッチ （④） をクリックします。 　
　　

④

読み出したマップ番号

メッセージが表示されたら

読み出し完了

読み出したマップデータが

表示されます。



　　②オリジナルマップデータの書き込み  
　　ＦＩＢ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲで作成したオリジナルマップデータを本体へ書き込む方法について説明します。
　　
　　　 ・ ＦＩＢ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲでマップデータを作成します。
　　　 ・ 本体をＰＣ接続ケーブルを用いてパソコンと接続します。 　　　　
　　　　　　→接続方法については別紙 『ＰＣ接続ケーブルの使い方について』 をご参照下さい。
　　　 ・ 本体のＤＩＰスイッチを操作して、 書き込み可能なスイッチ状態を選択します。
　　　 ・ 本体の電源をＯＮにして （車両のキーをＯＮ）、 マップデータ書き込みスイッチ （⑤） をクリックします。 　

⑤

メッセージが表示されたら

書き込み完了



　　③マップデータファイルの読み出し  
　　ＦＩＢ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲで作成したオリジナルマップデータはパソコンにマップファイルとして保存及び、
　　読み出すことが可能です。 ここでは、 マップファイルの読み出し方を説明します。
　　
　　　 ・ ファイル制御タブを開き、 “Ｏｐｅｎ” をクリックします。

“Ｏｐｅｎ” をクリック

　　 ・ ファイルの保存先から、 拡張子ｆｍｐのファイルを選択します。  

　　 ・ ファイルが展開されます。  

専用ファイルである拡張子ｆｍｐ

ファイルしか表示されません。

ファイルの種類が

ｆｍｐ ｆｉｌｅｓとなります。

読み出したファイルの

パスが表示されます。
読み出したファイルの

データ内容に書き換わります。



　　④マップデータファイルの保存  
　　ＦＩＢ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲで作成したオリジナルマップデータをパソコンにマップファイルとして保存する
　　方法を説明します。
　　
　　　 ・ ファイル制御タブを開き、 “Ｓａｖｅ” をクリックします。

“Ｓａｖｅ” をクリック

ファイル名を付けて

保存します。

　

新しいファイルが

追加されます。

　　　 ・ ファイルの保存先を選択して、 新しいファイル名を付けて保存します。

　　　 ・ ファイルが保存されます。



●表示モード
　　ＦＩＢ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲは、 編集したマップデータをテキストのみではなく、 燃料マップグラフとして視覚的に
　　確認出来るように作られており、 RPM_edit/TPS_edit/3D _view の３モードに切り替える事が可能です。

　　① RPM_edit モード  
　　RPM_edit モードとは、 下図のように横軸をスロットル開度、 縦軸を燃料補正値とする二次元グラフを
　　各回転数別に表示するモードです。
　　グラフとして表示されるデータは、 データ編集エリア内の縦軸 （水色のハッチがかかった） の部分です。

　　② TPS_edit モード  
　　TPS_edit モードとは、 下図のように横軸をエンジン回転数、 縦軸を燃料補正値とする二次元グラフを
　　各スロットル開度別に表示するモードです。
　　グラフとして表示されるデータは、 データ編集エリア内の横軸 （水色のハッチがかかった） の部分です。

グラフ表示切替スイッチの
“TPS_edit” をクリックすると
TPS_edit モードになります。

グラフ表示切替スイッチの
“RPM_edit” をクリックすると
RPM_edit モードになります。

表示させたい回転数の任意のデータセル

をクリックしてグラフ表示を切り替えます。

表示させたいスロットル開度域の任意のデータ

セルをクリックしてグラフ表示を切り替えます。



　　③ 3D_view モード  
　　3D_view モードとは、 下図のようにエンジン回転数、 スロットル開度、 燃料補正値を三次元グラフで視覚的に
　　表示するモードです。
　　補正値が濃いほど赤く表示され、 薄いほど青く表示されます。

グラフ表示切替スイッチの
“3D_view” をクリックすると
3D_view モードになります。



●データ編集
　　ＦＩＢ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲで、 燃料噴射量補正マップを編集します。
　　噴射補正データの編集は、 データ編集エリアのデータセルに１つずつ数値を書き込む “Single editing” モード
　　と指定した範囲に一括で書き込む “Batch editing” モードを用いて行います。
　　また、 書き込んだデータは燃料マップグラフにも反映され、 視覚的に確認する事も可能です。

　　① Single editing モード  
　　 ・ 編集モードが切り替えスイッチが “Single editing” である事を確認します。
　　　　→違う場合にはスイッチをクリックして切り替えて下さい。

Single editing と表示されて
いることを確認。

　　 ・ データ編集エリアの青色のハッチがかかった部分が現在選択中のデータセルです。
　　　　マウス及びキーボードのカーソルキーを用いて、 編集したいエリアに移動させて下さい。



　　 ・ キーボードを用いて数値を入力します。
　　　 記入後に Enter キーを押すか、 マウスで別の編集エリアにカーソルを移動すると入力が確定します。
　　　 入力が確定すると、 燃料マップグラフにも入力データが反映されます。
　　　 燃料マップグラフは “RPM_edit” および “TPS_edit” モードの際に、 現在編集中である最新のデータを
　　　 黄色で、 編集前のデータを水色で表示し、 変化量を確認しながら編集することが可能です。

※設定範囲を超える数値や数値以外のデータを入力した時には、 その旨を伝える警告メッセージを表示します。
　 警告の詳細については、 別途記入してある各種メッセージの欄を参照して下さい。

黄色が最新で水色が編集前の
データを表します。

Enter キー、 マウスによるカーソルの
移動で入力確定。

Batch editing と表示されて
いることを確認。

　　② Batch editing モード  
　　 ・ 編集モードが切り替えスイッチが “Batch editing” である事を確認します。
　　　　→違う場合にはスイッチをクリックして切り替えて下さい。



・ マウスを用いて２つのデータセルをクリックすると、 その２点を対角線とする範囲に緑色のハッチがかかります。
　 この緑色のデータセルが一括で書き換わる範囲です。

・ キーボードを用いて数値を入力します。
　入力後に Enter キーを押すかマウスで別の編集エリアにカーソルを移動すると入力が確定します。
　“Single editing” 同様に入力が確定すると、 燃料マップグラフにも入力データが反映されます。

　Batch editing モードでは、 設定範囲を超える数値や数値以外のデータを入力した時の警告以外に、 編集範囲が
　選択されていないまま数値を入力した際にも編集範囲が未選択である旨を伝える警告を表示します。
　警告の詳細については、 別途記入してある各種メッセージの欄を参照して下さい。

選択した範囲が一括で
書き換わります。



　　③レブリミッター回転数の設定  
　　 ・ レブリミッター回転数は数値表示とデータ編集エリアのオレンジ色のハッチで確認出来ます。
　　　 レブリミッター回転数は９０００ｒｐｍから１５０００ｒｐｍまで、 ５００ｒｐｍ間隔で設定可能です。

※レブリミッター回転数を設定すると、 必ずエンジンが設定値まで回転するをいう意味ではありません。
　 エンジン回転が上昇するパワー及びセッティングが出ている状態で設定値以上にエンジン回転数が
　 上昇しないように保護する為のものです。

レブリミッター回転数表示

オレンジ色のハッチがかかっている部分
のデータは無効になり、 それ以上に

エンジン回転数が上昇しなくなります。

９０００ｒｐｍに設定する場合、 この列を

ダブルクリックする。



４． ＰＣ接続ケーブルの使い方について

　①接続について  
　　本体とパソコンにおけるデータの読み書きを行うには、 ＰＣ接続ケーブルを用いてパソコンと本体を接続する
　　必要があります。
　　
以下に接続手順を示します。
　　　 ・ ＦＩＢ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲを立ち上げ、 ＰＣ接続ケーブルをパソコンのＵＳＢポートに接続します。 　　　　　　　

ＵＳＢコネクタをパソコンのＵＳＢポートに接続します。

　　　 ・ 本体とＰＣ接続ケーブルを接続し、 本体の電源をＯＮにします。 （車両のキーをＯＮ。）　　　　　　　

本体側コネクタ （オス）

　
ＰＣ接続ケーブル側コネクタ （メス）

　　　 ・ メッセージが出て正常に通信が終了したら、 本体とＰＣ接続ケーブルを切り離します。
　　　　 このとき、 本体の電源はＰＣ接続ケーブルとの接続を切り離した後にＯＦＦにして下さい。
　　　　 また、 ＰＣ接続ケーブルは本体との接続を切り離したあとにパソコンから取り外して下さい。
　　　　　　　
※　本体とＰＣ接続ケーブルを接続したままエンジンを始動させることは絶対に行わないで下さい。



　②通信ポートの設定  
　　本体に接続後、 データの読み書きを行うにはポート設定が必要となります。
　　以下に、 ポート設定方法について示します。

　　　 ・ ＰＣ接続ケーブルをパソコンに接続します。
　　　 ・ パソコンのスタートボタンからコントロールパネルを開きます。 　　　　　　　

ここをクリックする。

　　　 ・ コントロールパネル内のシステムをダブルクリックで開き、 システムのプロパティから “ハードウェア” を
　　　　 を開き、 デバイスマネージャを起動します。 　　　　　　　

システムをダブルクリックして開きます。

システムのプロパティからハードウェアを
クリックして開きます。

ここをクリックしてデバイスマネージャを起動します。



　　　 ・ デバイスマネージャを起動したら、 “ポート” を開きます。 　　　　　　　

ここをクリックすると展開する。

この番号がＰＣ接続ケーブルの
通信ポートです。



・ ＦＩＢ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲの通信ポート設定タブを開き、 デバイスマネージャで確認した番号をクリックします。
　以上で通信ポートの設定は完了です。 　　　　　　　

　通信ポートの設定が間違っていたり、 通信制御に何らかの問題が発生した際には、 その旨を伝える
警告メッセージが表示されます。
警告の詳細については、 別途記入してある各種メッセージの欄を参照して下さい。

※通信における注意事項
・ 本体はエンジン始動後は通信制御を行いません。
  データの読み出し／書き込みはエンジン停止時に行って下さい。 　　　　　　　

・ データの読み出し／書き込み中は絶対に電源をＯＦＦにしないで下さい。
  データアクセス時に電源供給が遮断されますとメモリ及び本体が破損する恐れがあります。
　バッテリーのコンディションにもご注意して頂き、 長時間エンジンを始動させていない場合には必ずバッテリーの
　電圧をチェックして下さい。 （１２Ｖ以上推奨）



５． 各種メッセージについて

　ＦＩＢ　ＰＲＯ　ＭＡＮＡＧＥＲにて表示される各種メッセージの和訳とその対処方法について示します。
  
　①ファイル操作
　 ・ Ａ　ｗｒｏｎｇ　ｆｉｌｅ　ｈａｓ　ｂｅｅｎ　ｃｈｏｓｅｎ． （間違ったファイル形式が選択されました。）
　　→拡張子ｆｍｐのファイルを選択して下さい。

　 ・ Ｔｈｅ　ｅｒｒｏｒ　ｏｃｃｕｒｒｅｄ　ｗｈｉｌｅ　ｒｅａｄｉｎｇ　ｔｈｅ　ｆｉｌｅ． （ファイルの読み出し中にエラーが発生しました。）
　　→ファイルが破壊されている可能性がありますので、 このファイルは使用せずに破棄して下さい。

　②通信
　 ・ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｅｒｒｏｒ （通信エラー）　　
　　→通信が正常に行われなかった事を知らせています。 ソフトを再起動してから再度、 通信を行って下さい。

　 ・ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　ｄｅｖｉｃｅ　ｉｓ　ｎｏｔ　ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ． （通信装置が接続されていません。）
　　→ＰＣ接続ケーブルがパソコンに接続されていない、 もしくは設定した通信ポート先に接続されていない場合に
　　　表示されます。 ＰＣ接続ケーブルの接続及びポート設定に問題が無いかご確認して下さい。

　 ・ Ｒｅａｄｉｎｇ　ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ （読み出し完了）
　　→マップデータの読み出しが正常に完了した事を知らせています。

　 ・ Ｗｒｉｔｉｎｇ　ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ （書き込み完了）
　　→本体にマップデータの書き込みが正常に完了した事を知らせています。

　③マップデータ編集
　 ・ Ｒａｎ　ｏｖｅｒ　ｓｅｔｔｉｎｇ　ｒａｎｇｅ． （設定範囲を超過しました。）
　　→入力した数値が本体のデータ設定範囲－４０％～＋４０％を超えています。 その際、 入力したデータは
　　　強制的に－４０か４０に修正されますのでご注意下さい。

　 ・ Ｉｎｖａｌｉｄ　ｋｅｙ． （このキーは無効です。）
　　→数値以外が入力されました。 再度、 正しい数値を入力して下さい。

　 ・ Ｐｌｅａｓｅ　ｃｈｏｏｓｅ　ｔｗｏ　ｃｅｌｌｓ． （データセルを２個選択して下さい。）
　　→Ｂａｔｃｈ　ｅｄｉｔｉｎｇモード時に編集データ範囲を設定せずに数値を入力した事を伝えています。
　　　２個のデータセルを選択し、 緑色のハッチがかかっている事を確認してから数値を入力して下さい。


